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11 泌尿器科漢方薬に対する社会的関心
     ― Google Trends を用いた検討 ―
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12 難治性放射線直腸炎に対する
     漢方薬の使用経験

【目的】前立腺癌の根治的治療法には，外科的な前立腺全摘除術
と放射線療法がある。以前は手術成績と比較して放射線療法によ
る腫瘍制御率は不良であったものの，その成績には線量依存性が
あることが理解され，治療技術の進歩に伴って安全な高線量照射
が可能になると，重要な治療選択肢の1つとして位置づけられるよ
うになった。一方で、有害事象として膀胱直腸障害に注意が必要
となった。
【現病歴・臨床経過】症例は７０歳男性、cT2の限局性前立腺癌に
対しIMRT（80Gy/40fr）施行した。治療終了１年後より直腸出血を
きたし、消化器内科で大腸カメラで放射線性直腸炎の診断をう
け、内科的治療開始も難治性であった。RTOG-EORTC GradeⅢ
の合併症と診断され、人工肛門造設術を勧められた。大建中湯の
腸管運動亢進作用と腸管血流量増加作用、抗炎症作用に関する
論文をもとに腸管粘膜の再生に寄与すると考え、大建中湯を開始
したところ、次第に出血が軽減し粘膜異常も改善された。
【結語】難治性放射線直腸炎に対して大建中湯が有効であった１
例を経験した。文献的考察を含め報告する。

背景
日常診療において、患者が漢方薬を個人購入し内服しているケー
スにしばしば遭遇する。これは患者の漢方薬に対する関心の表れ
であるが、その関心を定量的に評価した報告はない。Googleなど
の検索エンジンに入力される検索キーワードは社会のニーズその
ものである。Google Trendsはその検索キーワードの相対的検索
回数(relative search volumes：RSVs)の推移が分析できるツール
である。本研究では、このGoogle Trendsを用いて、わが国の泌尿
器科漢方薬への社会的関心を定量的に評価した。
方法
Google Trendsを用いて、2012年12月から2022年11月までの間の
RSVsを分析した。検索キーワードは、「漢方」と泌尿器科診療で使
用される5種類の漢方薬「猪苓湯」、「八味地黄丸」、「牛車腎気丸」、
「補中益気湯」、「芍薬甘草湯」とした。線形回帰分析および
Joinpoint analysisを行い、月変化率(Monthly Percent Change: 
MPC )を含む経時的変化を分析した。
結果
「漢方」のRSVsは経時的に増加し変化点は2017年7月で、その前後
のMPCはそれぞれ0.1(95% confidence interval[CI] 0.0 -0.2 , 
P=0.036)、0.6(95% CI 0.5-0.7, P<0.001)であった。さらに5種類す
べての漢方薬のRSVsは経時的に有意に増加した(「猪苓湯」:
R 2= 0 . 6 7 3 4、「八味地黄丸」:R 2= 0 . 57 19、「牛車腎気丸」:
R 2= 0 . 6 9 5 4、「補中益気湯」:R 2= 0 . 7 0 0 7、「芍薬甘草湯」:
R2=0.5776、すべてP<0.0001)。
結語
このGoogleTrendsを用いた検討で、漢方薬に対する社会的関心
がますます高まっていることが示唆された。実臨床において、われ
われ泌尿器科医も漢方医学に対する最低限の専門知識が一層求
められる。
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